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（１） 計画の位置付けと役割
本計画は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法）」第６条第１項(※1)に

のである。

平成25(2013)年3 月に策定した生活排水処理基本計画（前回計画）の見直しを行い、
し尿や浄化槽汚泥（以下「し尿等」という。）の発生量を最新のデータを元に再度予
測するとともに、前回計画で先送りとしたし尿等の下水道投入について、その時期、
場所等を明確にし、この施策について改めて整理することを主要な役割とする。

(※1） 廃掃法第６条第１項
市町村は、当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理に関する計画を定めなければな
らない。

１ 生活排水処理基本計画の策定について
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図1 生活排水処理フロー
・生活排水 ：トイレ（し尿）、台所、風呂及び洗濯等の日常生活からの排水
・下水処理施設 ：主に市街地の生活排水（公共下水道）を処理する施設
・集落排水処理施設：農業振興地域内の農業集落、漁港背後の漁業集落における生活排水を処理する施設
・合併処理浄化槽 ：生活排水を処理する浄化槽（個別処理）
・単独処理浄化槽 ：し尿のみを処理する浄化槽（個別処理）
・し尿処理施設 ：し尿及び浄化槽汚泥を処理する施設

-3-



（２） 計画期間

本計画の期間は、令和6(2024)年度を初年度とし、令和20(2038)年度を計画目標年度
とする15年間とする。
中間目標年度は、令和10(2028)年度及び令和15(2033)年度とし、計画の進捗状況を
確認しながら、必要に応じて見直しを行うものとする。

（３） 生活排水処理の課題
① 本市では公共下水道や集落排水の整備は概ね完了しているが、一部において未
接続であることや、下水道計画区域外における合併処理浄化槽未設置があること
により、し尿汲み取り人口が存在している。

② 一方、本市の地勢は、四方を丘陵に囲まれ平地に乏しく、世帯の散在化や交通
事情（狭隘な通路、車道の未整備）等により、公共下水道・集落排水施設の整備
が困難な地域が存在している。

③ さらに、本市ではし尿等発生量が減少していくことに鑑み、処理能力が過大と
なる既存のし尿処理施設の段階的な閉鎖、代替施設の整備により効率的な処理体
制の確保が求められている。
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（４） 生活排水処理の基本方針と目標

【目標】
「し尿処理施設の閉鎖及びし尿等受入施設の設置による生活排水の効率的な
適正処理」とする。
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（５） し尿等の発生量の予測算出方法

「し尿等の処理計画」の根拠となるし尿等の発生量は、以下のとおり算出する。

① 各し尿等収集地区（平成の合併前の旧1市7町）について、処理形態別人口
実績からトレンド法（※1）を用い、将来の処理形態別人口を算出する。

② し尿等の収集実績を基に排出量原単位（※2）を算出する。
③ 算出した処理形態別人口に排出量原単位を乗じて、し尿等発生量を算出する。

なお、高島地区のし尿及び浄化槽汚泥の発生量については、し尿収集人口実績が
１世帯の２人であること、浄化槽汚泥の対象世帯はなく公園等から発生するものの
みであることから直近の発生量の平均値で一定に推移するものとする。

(※1) 時間の経過に従って変化する現象(処理形態別人口)を、一定の規則性を持つ
傾向線として近似的にモデル化し、将来の一定期間内における変化の状態を
数値的に把握する予測手法

(※2) 1日における1人あたりのし尿等排出量（Ｌ/人・日）
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長崎半島

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

閉鎖(R8.3)
・琴海ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ閉鎖（R10.3）
・し尿等受入施設稼働（R10.4）

図2 し尿等発生量の推計結果
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（６） し尿処理施設の統廃合とし尿受入施設の整備スケジュール

し尿等発生量の減少に伴い、令和7(2025) 、
令和9(2027)年度末に琴海クリーンセンターを閉鎖し、し尿等受入施設を
場に建設し、令和10(2028)年4月より稼働予定とする。

R５ R6 R7 R8 R9 R10 R11

(2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029)

長崎半島クリーンセンター

(40kL/日)

琴海クリーンセンター

(60kL/日)

し尿等受入施設

(西部下水処理場内)

年度

閉鎖

閉鎖

基本設計 詳細設計 稼働建設工事

-8-



２ 脱炭素先行地域の選定について
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